
海洋底探査センター運営委員会（第 10 回）議事要旨

1. 日 時  平成 28 年 8月 12 日（金）  15 時 10 分から 16 時 05 分まで 

2. 場 所  海事科学研究科 第二会議室（深江キャンパス） 

出席者  巽  好幸教授（センター長・委員長），若林伸和教授（副センター長・部門長）， 

島 伸和教授（部門長），河口信義教授（部門長），鈴木桂子教授（部門長）， 

久保木一浩准教授（理学），西尾 茂教授（海事科学）， 

小田啓二副学長 

欠席者 両角春寿特命教授（センター教授），喜多 隆教授（工学） 

  陪席者  和田事務長，岩佐総務企画グループ専門職員 

3. 審議事項

 巽委員長から，審議に先立ち，前回のセンター運営委員会で承認いただいた，日本海洋事業 

(株)とのクロスアポイントメント制度について，学長に申請し，7 月 26 日に承認されたこと及

び日本海洋事業(株)から特命教員候補者の推薦を受け，選考委員会（島教授，若林教授，河口教

授）を設置し，選考を行い，選考報告書が提出されたことについて報告があった。 

（1）探査運用部門特命講師候補者の選考について（資料４） 

 巽委員長から，資料に基づき，選考委員会の選考経過及び選考結果等について説明があり， 

質疑応答の後，賛否無記名投票を行い，【投票数 8票（賛成 8票）】により，探査運用部門特

命講師の候補者を決定した。 

（2）探査運用部門特命助教候補者の選考について（資料５） 

巽委員長から，資料に基づき，選考委員会の選考経過及び選考結果等について説明があり， 

質疑応答の後，賛否無記名投票を行い，【投票数 8票（賛成 8票）】により，探査運用部門特

命助教の候補者を決定した。 

（3）探査運用部門特命助教候補者の選考について（資料６） 

巽委員長から，資料に基づき，選考委員会の選考経過及び選考結果等について説明があり， 

質疑応答の後，賛否無記名投票を行い，【投票数 8票（賛成 8票）】により，探査運用部門特

命助教の候補者を決定した。 

（4）新たな教員組織・人事システムに係る学域人事配置計画について（資料７） 

巽委員長から，資料に基づき，10月 1日から適用される神戸大学の新たな教員組織等に対応 

するための海洋底探査センターの教員が所属する学域について説明があり，学域人事配置計画 

のとおり承認した。 



（5）客員准教授候補者の選考について（資料８） 

 巽委員長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり，構造探査部門客員准教 

授の候補者を承認した。 

 

（6）その他 

      なし 

 

  4. 報告等 

  （1）平成 29 年度概算要求について（資料９－１，９－２） 

     巽委員長から，資料に基づき，報告説明があった。 

      

（2）神戸大学・海洋研究開発機構 包括連携シンポジウム 2016 について（資料１０） 

 巽委員長から，資料に基づき，報告説明があった。なお，今後は連携創造本部と協力して広報 

活動を行うことが報告された。 

 

（3）WPI（世界トップレベルの研究拠点事業）について（資料なし） 

   巽委員長から，神戸大学では大学全体の強化の 1つとして WPI（世界トップレベルの研究拠点

事業）に応募を検討中であり，海洋底探査センターでは海事科学研究科及び，都市安全研究セン

ターと連携して応募を検討していく旨の報告説明があった。 

    

（4）深江丸探査航海における他大学等からの参加希望について（資料なし） 

   巽委員長から，大阪市立大学が参加したい旨の報告説明があった。 

 

（5）広報活動について(資料 11) 

   巽委員長から，資料に基づき，報告説明があった。 

 

（6）その他 

   小田委員から，10月 13 日の探査航海出航時の出港式について意見があり，検討することとな

った。 

 

  


